
．t

殆
ど
獲
建
七
な
か
っ
た
摂
本
の
理
由
が
あ
る
。
将
寒
の
腿
史
池
理
鰹
禰
地
理
學

徒
の
手
に
よ
る
亀
の
で
な
く
て
拭
娠
ら
ぬ
。
そ
し
ザ
、
本
峯
の
群
吏
地
蝿
に
盤
し

考
古
墨
暑
、
腿
貌
思
聖
轡
鋤
鵬
力
の
下
墨
進
む
ぺ
唐
で
あ
る
。
鶏
懸
の
場
合
地
輝

雄
徒
は
腿
史
的
如
識
が
盆
弱
で
あ
る
郎
ら
、
綴
へ
・
そ
の
漉
域
の
内
然
的
愚
索
は

或
程
度
雛
潔
し
得
た
と
し
て
も
、
そ
∂
上
に
薄
戻
し
た
雁
史
的
事
實
の
薄
鍋
寮
｛

く
し
て
歓
、
不
胃
黛
で
あ
る
。
こ
こ
に
讐
更
墨
と
地
艇
撃
と
は
寧
の
曲
輪
的
密

接
睨
係
が
穿
党
し
て
ゐ
恭
事
理
欝
ふ
痘
帰
”
な
い
。
腿
兜
地
理
學
が
縫
史
學
、
地

理
鳳
γ
の
爾
方
欝
よ
η
の
欝
寛
が
不
珂
籔
な
る
以
上
、
爾
方
面
の
研
宛
寓
象
が
必

嬰
で
あ
る
。
然
る
被
繕
學
朗
兼
ね
る
媒
費
陣
｛
寡
い
。
般
に
爾
層
が
協
力
t
て
地

域
の
歴
史
地
距
を
研
究
す
る
壌
が
繋
要
で
あ
箒
。
三
聖
我
醐
の
瞬
間
設
あ
申
駁
蓼

に
も
告
野
々
に
分
離
し
鍋
…
ぎ
て
み
た
黒
め
に
、
こ
の
種
の
脇
罰
調
餐
に
次
堕
Φ
業

蹟
が
擦
く
、
同
論
乙
駁
時
に
推
測
の
泥
試
適
的
弩
？
．
の
も
あ
っ
た
。
辮
魏
京
の

條
坊
艶
に
そ
の
雛
鷲
熱
羅
鐸
蔀
鷲
く
べ
き
幾
鷺
懸
を
示
し
㍗
み
ぼ
翻

周
、
閣
野
葭
諒
士
ゆ
離
密
聡
る
瀞
學
的
調
売
L
篇
、
霧
隠
貞
嘗
総
坐
の
凝
更
的
検

討
と
の
論
考
口
器
．
酔
賜
で
あ
る
。
こ
δ
配
管
の
齋
二
そ
訣
い
て
る
海
な
ら
ぽ
墨

城
家
條
興
研
附
近
吟
藻
攣
鎌
鷺
抽
恐
ら
く
伸
穴
．
な
る
襲
鷹
野
惹
議
。
脚
駿
か
つ
た

で
あ
ら
う
Q

　
天
坊
氏
の
難
波
入
江
を
憐
節
六
駿
霞
蹴
の
縫
藷
史
の
研
究
黒
旗
に
協
購
溜
査

の
實
瞼
藁
に
も
帯
雛
9
選
で
あ
る
。
｝
掩
に
悪
露
…
醐
の
易
力
を
欝
ら
れ
鷲
蝋
學
釣
講
挑

を
行
ひ
、
馳
頚
綱
霊
鷺
・
．
、
陰
微
く
躍
完
急
溢
ハ
ら
鳶
嫉
て
模
範
約
簾
典
蟻
鑓
一
9

確
立
に
拠
進
憂
ら
劇
ん
事
懸
博
に
躍
む
設
蕗
で
あ
・
へ
・
の
　
（
大
八
濡
灘
版
糠
式
會
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚

灘
判
横
綴
璽
二
十
繍
）

・
彙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑

　
　
　
　
　
彙
　
　
　
報

　
　
　
　
一
…

幌
　
　
　
　
欝

　
更
學
研
究
部
で
は
今
後
梱
愈
…
に
3
3
い
て
漁
ハ
涌
…
の
テ
菅
マ
を
と
り
あ
げ
て
共
同

研
兜
を
し
、
ま
た
鞠
溜
男
京
大
の
み
な
ら
ず
、
各
地
告
穴
學
に
移
動
的
に
開
燈

す
る
こ
と
エ
な
っ
た
。
憲
ず
第
一
、
二
醐
は
「
総
代
挫
の
隅
題
」
を
と
り
あ
げ

て
蒲
洋
史
、
溺
史
、
霞
洋
史
、
地
縄
攣
の
各
方
辮
よ
り
論
じ
、
艶
艶
朗
に
は
考

古
撃
の
新
し
い
閥
題
を
と
り
あ
げ
た
。

　
第
一
嗣
回
　
昭
一
洗
笠
丁
導
管
一
月
二
肌
丁
山
畑
欝
費
描
み
八
曲
線
列
徽
即
紅
て

　　第

一三「
邪麟近
馬　 健

台混と、
闘帰澄
隣レト聡
題六∫葺二
L｝　鴇　L＿
　　輩一睾

　　鱒
　　断
　　1．こ

　　て

　　第

一一　“

策姻
洋
に　一臼

　　る1！1

　　瀧i曝

i代飯
比主に

唱「

近
代
膏

於三」　の
1ナ九・問
　　　　題

し一一

酸にて（（
蟻L親
的い
響て
寝一
1

酬西
　　洋

輿史
v　yu

薦
川
竹
次
郎
懸

鼻
田
　
耐
良
恥

承；靴

津蟹

期
敬
億

　
　
　
　
一
考
古
艦
上
よ
蓼
鐙
た
る
上
飛
貰
旗
嘉
縣
大
船
L
焔
ゐ
畿
蘇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
品
彰
典
、
樋
篇
隆
康
、
門
崎
数
…
晶
磯

倫
…
五
薦
十
二
欝
亭
蔚
蝦
一
期
よ
り
大
谷
穴
澱
…
・
に
て
窟
の
頗
き
三
障
隠
を
行
つ
煮
⇔

　
「
宗
敏
改
箪
叢
鋤
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
、
井
上
　
智
磯
氏

　
「
鰍
倉
時
代
鐙
船
け
る
教
界
壌
鷲
紅
つ
い
て
」
　
　
壕
島
　
鑓
朗
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
ち
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
艶
㎝

（　li／t．1　）



一
六
二

　
次
瞬
獣
艶
谷
大
愚
κ
て
曝
礫
す
為
豫
定
で
あ
諭
．

贈
罷
工
糊
驚
漉
歳
轍
〔
＋
一
蓋
か
六
・
＋
℃
5

　
蕗
一
審
　
京
穴
丈
語
部
第
一
歌
室
に
て
轟
演
嘗

　
　
嚇
、
濾
隆
瀞
の
塔
と
金
堂

　
　
瀦
、
怨
讐
樵
…
泄
の
鯖
灘

畷
瓢
触
岬
耐
熱
醐
鵬
懲
講
濾
藪

臼鞍
井野

欝
氏

清

　
…
一
二
鷲
一
十
鐸
ハ
漱
）
午
後
一
時
よ
導
京
聡
慧
學
儲
第
一
教
鑑
に
て
弱
催

　
　
一
、
魏
苧
と
そ
の
臨
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艮
療
　
茂
樹
氏

　
　
…
、
醗
代
の
精
巣
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
懸
鳳
雛
畿

昭
翻
蟹
悶
㎜
鋸
機
謙
欝

　
十
驚
十
七
鍵
塗
鶴
｝
聯
学
－
・
偽
り
女
學
蔀
第
「
教
室
院
て
鳴
礁
。

　
　
一
、
棄
方
史
ゆ
講
澄
と
そ
の
展
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
艀
　
賓
燈
氏
．

　
　
一
、
濃
徳
の
置
代
挫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
　
勉
氏

護
樵
磁
懸
救
擾
の
瀧
磁

　
京
都
膏
麟
大
學
濡
轡
教
授
丈
嬢
樽
士
石
橋
五
綿
先
生
紋
昭
癩
こ
十
…
年
義
脚

聖
九
鍵
瀧
表
せ
ら
れ
た
。
行
年
七
十
一
才
。
先
生
は
明
治
熊
十
㎎
年
東
京
帝
國

大
媒
囲
洋
史
碓
科
を
確
叢
後
紳
芦
高
難
商
業
學
校
教
授
と
し
地
螺
學
を
辮
當
、

つ
い
で
粉
治
閤
十
年
窟
都
欝
麟
大
灘
Ψ
文
科
大
襲
脚
立
に
件
ひ
史
雛
麟
に
勉
理
學

講
座
を
新
設
せ
設
せ
ら
る
る
や
小
川
琢
治
鍛
授
の
下
に
躯
官
の
助
敏
授
と
し
て

來
佳
、
局
方
十
・
月
吊
り
人
丈
地
理
學
を
紹
講
さ
れ
る
に
蓋
つ
た
。
當
時
人
丈
地

麗
學
轄
撒
く
未
踏
の
購
・
勝
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
ラ
ッ
ッ
エ
ル
の
人
類
地
理
墨
，

等
を
藻
礎
と
し
て
曹
心
の
結
果
途
に
入
丈
地
理
學
の
獲
系
を
樹
立
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

（162）
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讃
巻
，
へ
の
こ
ご
ば

　
本
誌
は
鯖
糊
嫉
梁
、
史
學
研
究
會
の
倉
誌
」
“
し
ザ
、
、
會
員
頼
菰
の
た
ゆ
み
な

い
庇
護
と
叢
助
と
に
よ
り
、
わ
が
醐
の
學
界
に
代
袈
的
地
位
を
保
猪
し
つ
つ
、

ひ
き
つ
〃
蚤
焚
判
し
窪
鼠
ゐ
緋
藷
・
・
し
た
。
た
だ
し
機
晦
串
、
灘
謄
衛
．
そ
の
他

の
麟
難
な
譲
蜜
猜
か
ら
．
牢
蟹
究
會
の
泳
動
も
、
や
や
無
調
・
し
な
つ
翫
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
否
め
蜜
せ
ん
。

　
戦
後
、
．
賦
う
“
い
紀
し
て
趣
こ
っ
た
交
化
優
麗
㊨
氣
涯
は
、
憲
山
勢
、
聾
倉
員

鰍
盤
を
も
欺
讐
こ
陰
ル
み
結
果
・
の
た
び
詳
議
員
脇
三
皇
、
斜
立
囎
初

　
の
額
…
轟
剛
に
か
へ
夢
、
｛
麟
脳
穴
醗
・
丈
賊
難
災
実
科
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
ひ
ろ
く

燈
閣
潤
雄
の
ま
の
醤
究
奪
と
し
“
曳
再
濃
墨
す
る
こ
と
紅
一
決
し
ま
し
た
Q

　
そ
の
鞍
に
そ
っ
た
め
、
寧
奮
じ
て
は
礎
蔚
の
よ
う
樟
、
年
漏
秋
期
の
大

魯
の
賦
か
、
隔
憾
弼
會
を
移
鋤
的
弓
覇
催
し
、
そ
れ
ほ
醐
史
．
察
隻
、
藪

洋
史
諭
糠
瑚
窃
考
古
學
蝶
各
都
闘
に
、
な
る
べ
く
共
藻
す
る
題
揃
を
選
ん
で
研

寛
嚢
回
し
、
活
淡
な
謙
議
巻
貧
ひ
、
亀
っ
て
わ
れ
わ
れ
お
互
の
啓
蒙
と
、
よ
り

　
ひ
ろ
い
鵜
野
に
立
つ
醤
鰻
に
貸
志
た
い
と
考
へ
て
る
嚇
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結

簸
職
本
誌
上
に
、
つ
ぜ
つ
ぎ
と
糞
裟
し
て
、
ひ
ろ
く
禽
貝
譜
患
か
ら
の
嶽
雨
囚
な

殻
稿
と
・
活
濃
な
慧
見
や
鍵
朔
と
を
え
て
、
阿
ど
學
に
た
つ
さ
ほ
る
も
の
の
横

　
の
難
一
絡
の
役
を
竜
堤
冠
し
た
い
と
聯
…
じ
ま
す
。
　
　
　
　
・

　
　
　
　
レ
　
に

　
ど
う
か
わ
れ
わ
れ
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
に
御
餐
圃
の
L
吋
墨
の
方
々
を
も
鋤

澱
W
細
町
紹
介
下
さ
る
よ
う
お
願
ひ
し
ま
す
。
會
費
は
弗
鱗
山
ハ
猪
醐
で
あ
り
ま
す
◎

た
だ
し
本
認
代
嫁
盤
分
の
購
爽
行
の
都
度
定
め
て
荊
に
お
牧
め
醸
ふ
．
」
と
に
歎

　
し
憲
す
が
會
鑓
k
回
し
て
は
、
礁
實
に
入
手
で
嚢
る
よ
う
便
牧
を
は
か
り
た
い

　
と
朧
恥
ひ
叢
す
。

疑

史
學
黒
磯
會
大
飾

卜
｝
層
垂
四
購
（
満
曜
矯
）
午
前
十
時
ヨ
リ

場
　
彫
京
都
市
東
由
磁
束
礪
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憲
電
東
大
路
融
蹴
薦
寺
騨
下
車
束
入
）

　
　
　
　
午
前
十
瞬
；
十
二
時
厩
熱
展
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丈
鉾
～
⑥
漢
簾
…
o
什
岬
物
そ
の
他
）

　
　
　
　
午
後
一
回
ヨ
リ
公
開
講
演
會

演
題

的へ
世μ
界ド
にト
就ス

いの
て塘
　理

助京
寒葵

畏學

未
　
　
定

東
京
大
雛

助
講
授

織
田
武
雄
君

賓
月
圭
吾
聡

　
今
度
雪
転
の
綴
織
を
別
顎
の
よ
う
に
墾
更
し
淋
し
た
の
で
、
本
大
曾
に
お
い

て
倉
員
に
よ
る
役
艮
の
選
暴
を
行
い
た
い
と
患
い
ま
す
。


